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校長室の窓から
梅雨明けとなり，毎日暑い日が続いています。
教室は風の通りがいいとはいえ，じんわりと汗が噴き出す状況ではありますが，子どもたちの学

習態度はよく真剣に授業に取り組んでいます。また，この暑い中，業間休みになると待ち構えたよ
うに校庭に飛び出す子どもたちがたくさんいます。本当に子どもたちは元気です。
４月，「ふつうにできること，あたりまえにできることのレベルを上げていこう」を合い言葉に

がんばりたいと書きました。
４月当初，先生方は今の子どもたちの現状を把握し，そこをスタート地点としてレベルアップを

図りました。
学習では 生活面では
・学習準備の様子 ・あいさつや返事
・ノートの取り方 ・黙働や給食の準備
・家庭学習の内容 など ・友達との関わり

・言葉遣い など
レベルアップを図る手立てとして，
・行事(運動会・二小大好き集会など）を通して心を育てる
・校外での体験活動を通して，校内ではできているあいさつや
返事の態度を育てる

・日々の授業の中で，ノートのレベルアップ，聴く態度の育成を図る
などを，行ってきました。

子どもたちは，行事のたびに一回り大きくなったのを感じま
す。また，よいもの(手本となる上級生や友達の様子）を見た
子どもたちはさらに伸びようとする意欲も感じ取ることができ
ました。やはり，子どもたちはすばらしいですね。
ノート展示をごらんになりましたか。４年生以上は，自由参

観日の時，廊下に手本となるノートが展示されていました。高
学年は，授業中のノートだけでなく，家庭学習ノートにも力を
入れ，『プロフェッショナルノート』
を目指しています。夏休み中，お子
様のノートを見ていただくととも
に，書くページがなくなっていない
か，丁寧な字で書かれているかなど
を子どもたちとともに確認していた

だければと思います。
夏休みに入ってすぐに，全児童の保護者対象に個別面談を行います。

子どもたちの課題となること，よいところをお話ししますので，認め・
褒めながら長い休みが子どもにとって有意義になるようにしていただけ
ればと考えます。子どもにちょっとした方向性を示してやるとグッと伸
びることがあります。朝顔のツルにそっと手を添えて網に
絡ませてやると，まっすぐ伸びていくように。
１学期，子どもたちが無事に過ごすことができ感謝申しあげます。朝の登下校の見守り，学校奉

仕作業へのご協力，学校行事及びＰＴＡ各種委員会活動への参加など本当にありがとうございまし
た。子どもたちが，２学期元気に登校できますように夏休み中もよろしくお願いいたします。

３・４年生で，少人数指導を担当していた小島綾子先生がお休みに入ります。代わ
りに２学期から鈴木麻衣子先生が教壇に立ちます。小島先生は９月出産予定です。
元気な赤ちゃん誕生を心待ちにしています。

４年生のノート展から

気持ちよさそうに泳ぐ５年生

6年生のノート

安全で有意義な夏休みを

夏休みとは
日本の教育機関の場合，正式名称は「夏季休業」といい，校舎などに冷房設備がない場合が
多く，太平洋高気圧支配下での授業が暑熱により困難なので，その間を休業とするためとされ
る。そして，その期間に期待される教育効果の主たるものは，普段学校では体験することの出
来ないことへの児童・生徒の挑戦とされる。
と示されています。暑くて学校での教育効果が期待できないので休

みが設定されています。暑いからといって，クーラーの部屋に閉じこ
もり好きなときにジュースやアイスクリームを食している生活では，
２学期が思いやられます。
また，自転車に乗ることが多くなったり，ショッピングセンターや

水辺に行くことも増え，交通事故等の危険性が高くなります。子ども
たちにとって，安全で有意義な夏休みを送るために全体で，学級で次
のような話をしました。

事故防止について
○自転車の乗り方について

自転車で移動できる範囲は決められています。
また，ヘルメット着用にも心がけてください。

○熱中症について
外出の時は，必ず帽子着用・水分持参をしましょう。
体調が悪いときは，炎天下での活動を控えましょう。

○雷について
外出先で，雷が鳴ったときの対応を話し合っておいてください。
雷は遠くで鳴っているかと思うと，あっという間に近くに落雷ということがあります。
また，地震や竜巻など非常災害における避難所や連絡方法などについても話し合うと
よいと思います。

○不審者・不審電話について
帰宅時間を守ること，一人では出かけないこと，電話番号等の問い合わせには安易に
応えないことなどを指導しました。

また，治癒勧告が出た内容については夏休み中に病院での診察をお願いいたします。

学習について
○１学期の復習をしよう

１学期に身についた学習習慣が後退しないように，個別面談の内容も踏まえながら，
漢字･計算については確実なものとなるように，励ましてください。

○自主学習に取り組もう
夏休み中は，普段学校ではできないことへの挑戦の時期でもあります。
絵画や作文，統計グラフや理科作品展など積極的に取り組んでみましょう。
自分で計画し，それが達成していく喜びも感じられるかもしれません。
よくできたことを褒め，励ましの言葉をかけて下さればと思います。

子どもたちには，「生涯にわたって学び続ける力」「危険を予知し，回避する力」「自他ともの命を
大切にし，思いやる力」を身に付けさせたいと考えています。そのために，義務教育はあるのだとも
思っています。
小さな諍いの中で，どういう言葉を発すれば友達とよい関係づくりができるか，
自分で課題を見つけ，学習する方法はどのようなことがあるのか，
危険な目にあったとき，次に逢わないようにするにはどうすればよいのか，
自分で自分の命を守るにはどうするのか，

など，多少の失敗を繰り返しながら身に付けていくものです。夏休みには長期の休みにしかできない
こともたくさんあります。さらに大きく成長して９月元気な顔を見るのを楽しみにしています

合唱団，ブラス･バトンクラブの夏休みの活動 暑い中，練習に
８月２日(木) ＮＨＫ音楽コンクール ひたちなか文化会館 励んでいます。
８月３日(金) ＴＢＳ音楽コンクール 土浦市民会館
８月４日(土) キララパレード参加

夏休みの生活について話を聞く１年生


